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各地域包括ケア推進会議における論点



包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況

今後の方向性 ⑤市レベルで期待すること

1 医師 1 2

1 歯科医師 1

1 薬剤師 1

3 看護師

作業療法士 1

1 医療相談員 1 2

2 理学療法士 1 3

1 警察

消防
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1 医師 2 2

0 歯科医師 1 4

1 薬剤師 1 3

0 看護師 1 0

作業療法士 1 1

0 学識経験者 1 4

4

NPO法人 1

消防 0 2
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〇オンラインの環境を整える

為の制度がある旨の周知

〇活動時の対応方法の周知

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

新松戸 5月20日

町会 ケアマネ

1. ケアメンカ

フェの実施報告

と今後の展開

2. 公園DE体操

実施報告と今後

の展開

3. コロナ禍で

困り事とどのよ

うな事ができれ

ば良いかグルー

プワークにて意

見交換

ア

コロナ禍で各地区の活

動が中止になり、閉じ

こもりが増えて心身状

態が低下している。

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

家族の集いなど、介護者同

士が集まる場が少ない。コ

ロナの事もあり、地域の集

まりが開催できない。

〇感染対策をとりながら

イベントの再開

〇感染対策方法の周知

〇集まらずできる見守り

活動

〇感染対策の啓発を各自治会

や町会向けに実施

〇電話、手紙で確認等の見守

り継続

〇会場まで行きづらい人への

対策の検討（出張接種等）

ボラン

ティア

ア

認知症高齢者を介護す

る男性介護者への支

援。

認知症の高齢者を介護する

男性介護者。認知症が重度

になり家族介護が限界を迎

えた時点で相談、支援介入

になる。

〇町会や民生委員等のお

声掛けの工夫や認知症の

方に対する理解の普及啓

発、関係機関の連携等

〇見守りが必要な場合に各機

関で家族の了承を得ながら情

報共有等

地域包括

市役所

ウ

ワクチン接種の予約が

取りにくい。困ってい

る人の把握が困難。

〇電話しかできない方へ

の予約支援

イ

入院中に面会制限があ

る為、手技の指導が行

いにくい。

〇退院前のカンファを面

会方式以外での実施

〇会議もなるべく、照会

以外でできればよい

〇ZOOM等の活用

〇利用者や事業所に向けて、

包括等によるZOOM活用の支

援

〇各病院にオンラインの活用

の提案

〇老人会や見守り活動にて

ネット予約の支援

〇介護支援専門員、薬局、地

域包括等による予約支援

合計

軽度認知症が疑われる

高齢者世帯への介入の

困難さ

軽度の認知症が疑われる場

合声掛けが難しい。プライ

ベートな問題について介入

しづらい等（民生委員アン

ケート内容より一部抜粋）

町会 ケアマネ

1. 「心配な高

齢者世帯につい

て～男性介護

～」

2. 「心配な高齢

者世帯について

～地域の声～」 〇認知症サポーター養成

講座、パトウォーク、介

護者のつどいなどの既存

資源の活用や関係機関と

の連携強化のためのネッ

トワーク構築等

〇地域包括に早期相談を促し

ながら資源につなげる。

市役所

イ

通所介護

訪問介護

福祉用具
ボラン

ティア

市社協

民生委員

地域包括

矢切 5月14日

地区社協 介護事業者

通所介護

訪問介護

訪問看護

特別養護老

人ホーム

小規模多機

能

高支連

特別養護老

人ホーム

小規模多機

能

高支連

　NPO

　企業

合計

1



包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況

今後の方向性 ⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

医師 2 1

歯科医師

薬剤師 1 1

看護師 1 1

作業療法士

医療相談員 2

理学療法士 1

警察 1

消防 1

12

医師 1

歯科医師 1

1 薬剤師 1

2
看護師・保

健師
1 1

作業療法士 1

医療相談員 5

1 理学療法士 1 2

警察

1

消防 2
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通所介護

訪問介護

訪問看護

ボラン

ティア
東部 3月10日

町会 ケアマネ

地区社協 介護事業者

地域包括

松戸市後見

支援セン

高支連

NPO職員

市役所

市社協

民生委員

ア

認知症の人を支える家

族や当事者の活動の

場、認知症を予防する

ために社会と繋がる居

場所が必要。

50代で脳血管性の認知症

と診断され退職。社会との

繋がりがない状態で経済的

に困窮していた。

〇既存のカフェやサロン

のさらなる充実を図り、

つどいの場を開催する。

〇つどいの場等の開催に対す

る助成
通所介護

生活支援co

訪問看護 認知症の人が利

用できる社会資

源について

合計

イ

地域住民が認知症の人

のために何が出来るの

かが分からない。

90代認知症の親を介護す

る60代の子。相談する相

手がなく、地域住民も関わ

れなかった。

〇地域住民の認知症の理

解を深める。

〇地域サテライトとして

の相談コーナーを設け

る。

〇情報提供

馬橋 3月4日

町会 ケアマネ

地域の見守り・

居場所づくりの

推進について
市役所

高支連

生活支援

CO

ボラン

ティア

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

地域包括 ア

これまで認知症高齢者

の見守りや居場所づく

りについて検討してき

たが、次のステップと

して居場所づくりをど

のように推進するか。

〇80代、認知症。外出が

好きだが、外出先でトラブ

ルを起こしてしまう事例

〇80代、独居。コロナ禍

での外出自粛により、他者

との交流が減少し、意欲低

下や体力低下が起こってい

る事例

〇居場所づくりの場所と

して、公園や休日のデイ

サービス、大型ショッピ

ングモールなどが使える

可能性がある。

〇担い手には、民生委員

や意欲のある人がいる。

〇運営にかかる費用は、

参加費を徴収するか、無

料が好ましい。既存の行

政の支援施策を活用して

いく。

〇声を掛け合える地域づ

くり、住民教育が必要で

ある。

〇ネコサポステーションが場

所の貸し出しを行っているの

で、認知症サポーター養成講

座を行ったり、オレンジ協力

員のサロンとして場所を借り

る計画している。（自主的な

目的でも使用できる）

〇認知症予防教室終了後の参

加者が運動の自主グループ化

を目指している。

〇居場所の運営に係る費用の

助成

〇既存施策の周知

特別養護老

人ホーム

訪問看護

看護多機能

合計

2



包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況

今後の方向性 ⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

医師 1

1 歯科医師 1

1 薬剤師 2

2 看護師

言語聴覚士 1 1

医療相談員 4

理学療法士 2

警察

消防

16

2 医師 4 1

1 歯科医師 3

1 薬剤師 2

2 保健師 1

作業療法士 3

医療相談員 4

理学療法士 1

警察 1

消防 1

24

訪問看護

〇市のホームページでの包括

支援センターの周知

地域包括

市役所

地区社協 介護事業者

市社協

民生委員

イ

近隣住人の見守り情報

（雨戸の開け閉め等）

の収集。

相談窓口の啓発や周

知。地域ケア会議の情

報共有方法について

ア

認知症サポーター養成

講座への参加者が少な

い。コロナ禍の通いの

場や患者会等の居場所

づくり。

〇認知症の本人と家族支援

〇転倒リスクが高く難病の

可能性がある方への支援

〇医師会や薬剤師会と連

携し、病院や薬局等にチ

ラシを配置

〇居宅介護支援事業所や

サービス事業所への案内

の配布

〇居場所づくりを含め、コロ

ナ禍の時間を利用した、町会

単位での災害時等の対応の仕

組み作り

〇認知症サポーター養成講座

を医師会のまちっこプロジェ

クトと協働

〇新松戸の大学等、若い世代

に活躍してもらう仕組み作り

町会

ボラン

ティア

本庁 5月26日

町会 ケアマネ

1.小山地域の実

態を把握する

2.小山地域の高

齢者が買い物を

続けることがで

きるために地域

でどのようなこ

とができるかを

考える

〇医療依存が高い独居高齢

者の子に障害があり支援者

がいない

〇一人暮らしの見守りにお

ける本人の選択

〇地域行事が再開された

際に出張包括等の周知

〇他地域包括で行ってい

るケア会議ニュース等の

発行の実施

〇出張包括相談を行う際の場

所の選定

〇オンラインでの認知症予防

を行う

〇地域包括主催のスマホ講座

等も検討

馬橋西 5月28日

ケアマネ

高齢者や家族が

孤立しないよう

な居場所づくり

や安否確認につ

いて

1.地域の認知症

への理解・通い

の場など

2.独居の緊急対

応について、地

域での見守り体

制の構築方法な

ど

合計

市役所

ウ

通所介護

訪問介護

訪問看護

特別養護老

人ホーム

小規模多機

能

高支連

地区社協 介護事業者

生活支援

CO

民生委員

イ
買い物手段の選択肢が

少ない

ア

買い物に関する情報を

はじめ、情報へのアク

セスが難しい

〇町会の回覧板や広報ま

つど、SNSなど、どの方

法が有効な周知方法か把

握を行う。

〇町会、民生委員、包括が協

力し実態把握を行う。

〇現状来ている移動販売

の拡充を図る。

〇移動販売車を地域に合わせ

た展開方法にしてもらうよ

う、町会より企業へ働きかけ

を行う。地域包括

ボラン

ティア

通所介護

訪問介護

小規模多機

能

合計

地域のつながりが希薄

〇移動販売車を一定の場

に誘致し、買い物を通じ

た交流の機会をつくる。

〇買い物支援のボラン

ティアの育成

〇生活支援コーディネーター

と地域の関係機関にてワーキ

ングとして取り組んでいく。

特別養護老

人ホーム

高支連

3



包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況

今後の方向性 ⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

医師 2 1

1 歯科医師 1

1 薬剤師 1

2 保健師 1 2

作業療法士 1

1 医療相談員 5

1 理学療法士 1

1 警察 1

2 消防 2
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医師 1 7

歯科医師 1

薬剤師 1

2 看護師

作業療法士

医療相談員 5

1 理学療法士 1 2

1 警察 2

1 消防

25

町会

地区社協

市社協

民生委員

介護事業者

介護事業者

ア

ｵﾚﾝｼﾞ協

力員

生活支援

CO

子ども食

堂

若年性認

知症の会

グループ

ホーム

認知症デイ

通所介護

五香松
飛台

3月25日

ケアマネ

1.コロナ禍でも

可能な認知症予

防活動について

の検討

２.社会参加の現

象によるフレイ

ルやADL低下予

防についての検

討

ア

市役所

地域包括

市役所

NPO職員

介護者

合計

コロナ禍により、地域

での活動が自粛とな

り、居場所作りがしづ

らい実情がある。地域

での繋がりの希薄化、

居場所喪失による孤立

している方がいる。そ

の為、新たな交流・参

加できる環境を整備し

ていく必要がある。

〇新型コロナウイルスを恐

れ外出拒否している高齢者

と、介護を優先し就職活動

を行うことができない子。

〇認知症の配偶者を支える

癌治療中の高齢者。その夫

妻の介護に疲弊している

子。介護者の集いが中止さ

れ、相談できる場が無くな

り介護者が孤立している。

〇孤立化防止の為、オン

ラインでの繋がりを持つ

ことが必要だが、自力で

の環境整備には困難があ

る。通信環境や知識をど

のように提供するか検討

が必要

〇オンラインだけにとら

われず、目的に応じたリ

アル・オンラインの繋が

りの構築

〇屋外を利用した、小規

模で繋がれる場の工夫

〇随時地域ニーズを把握しな

がら、開催方法を変更して活

動を再開している。

〇オンラインによる集いの場

開催に向け、オンラインの知

識習得、環境の整備を行って

いる。

〇リアルな活動を行う際、感

染対策には十分注意すること

が重要。

〇誰でも利用できる、公共施

設を拠点とした、IT環境が整

備されたステーション作り

〇専門職が集いの場やサロン

等にオンラインで参加し、介

護予防の視点を見据えた相談

体制の確立

明1 ５月27日（木）

ケアマネ
コロナ禍の集い

方の創出

1.集いの場・サ

ロン等の現状と

今後の活動につ

いて

2.オンライン介

護者のつどい

（動画紹介）

3.オンライン介

護者のつどい

（ライブ）

4.オンライン会

議とは（基礎知

識編）

地域包括

イ

コロナ禍で社会参加の

場・活動の場が減少し

ており、フレイルや

ADLの低下が進んでい

る。

若年性認知症の方の支援に

関する事例

〇オンラインの普及啓発

〇体操DVDを作成配布

〇出張体操教室の開催

〇プロボノを活用した教室な

どの開催

〇包括による出張体操教室

(２箇所)の普及活動

〇タブレットの貸出

新型コロナウイルス感

染症の影響で認知症に

関する相談が前年より

約2倍増加。コロナ禍

でも可能な「認知症予

防」活動についての検

討、普及啓発が必要で

ある。

〇介護者が認知症で金銭管

理ができていない事例〇同

居の子が本人の認知症状を

把握していない事例

〇地域づくり交流会と連

携して地区内のウォーキ

ングマップを作成

〇認知症予防の冊子作成

〇地区内の車通りや観光ス

ポット、トイレ・ベンチの有

無を確認

〇食事や運動について詳しく

掲載

特別養護老

人ホーム

小規模多機

能

生活相談員

合計

通所介護

訪問介護

訪問看護
ボラン

ティア

高支連

管理栄養

士

生活支援

CO

青少年プ

ラザ

町会

地区社協

市社協

民生委員

ボラン

ティア

4



包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況

今後の方向性 ⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

医師 3

歯科医師 2

1 薬剤師 1 2

看護師

作業療法士 1 1

1 医療相談員 6

理学療法士 1 3

ほっとねっ

と
1 1

警察・消防 1

25

2 医師 2 1

歯科医師

薬剤師

1 看護師

作業療法士 1 1

1 医療相談員 6

1 理学療法士 3

1 警察

消防

管理組合 1 21

町会

介護事業者

生活支援

CO

合計

訪問介護

訪問看護

地域包括

市役所

特別養護老

人ホーム

同居の精神障害の子が暴力

事件で警察に保護され入

院。緊急ショートステイを

利用せざるを得なかった。

〇ケアマネ・民生委員に

対し、８０５０問題のあ

る家庭を見つけた時の相

談先を周知する。

〇ケアマネ・民生委員向けの

研修・勉強会を実施する。

明２西 5月12日

1. 明第２西地

区の８０５０問

題事例報告

2. 松戸市の重

層的支援体制整

備事業に向けた

取り組み（地域

共生課）

3. ひきこもり

支援活動～個別

支援からネット

ワークづくりへ

ア

８０５０問題の発見・

介入が遅れがちであ

る。

イ

８０５０問題における

医療・介護・縦割り行

政組織間の連携を高め

る必要がある。

ウ

精神疾患やひきこもっ

ている若い世代につい

て、地域住民の理解と

協力を得ることが難し

い

〇精神疾患やひきこもり

の人に対する見守りの意

識を持つ住民を増やす。

〇精神疾患や引きこもりの人

たちを理解する勉強会を開催

する。

〇市のパートナー講座（出前

講座）に８０５０問題を追加

して、市民が勉強する機会を

増やしてほしい。

措置入院していた精神障害

の子（高齢者と二人暮し）

が退院後、再び近隣トラブ

ルを再発し再入院となっ

た。

〇市役所内関係課及び保健所

との連携を高め、積極的に個

別ケースカンファレンスに参

加してもらいたい。

〇80代夫婦と定職に就い

ていない子の世帯

〇80代夫婦と就業してい

ない子の世帯

〇気持ちを理解する

〇見守る、声をかける

〇相談のきっかけになる

〇相談先を知る

〇地域共生について理解を深

め、支え手を増やす。

〇みんなが地域について話せ

る場所作りをする。

〇地域づくりをコーディネー

トする人材、サポートするボ

ランティアの育成。
小金原 5月11日

1.地域共生社会

について紹介

2.小金原地区生

活支援コーディ

ネーター活動報

告

3. 地域包括支

援センターの取

り組み

4.グループワー

ク「事例を通し

て世帯への支援

を考えよう」

ア

複合的な問題を抱える

世帯への支援が必要な

ケースが多い。
高支連

オレンジ

協力員

生活支援

CO

通所介護

訪問介護

訪問看護

地域包括

市役所

特別養護老

人ホーム

小規模多機

能

合計

ボラン

ティア

地区社協

市社協

ケアマネ

民生委員

ボラン

ティア

通所介護

高支連

町会

地区社協

市社協

民生委員

ケアマネ

介護事業者

5



包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況

今後の方向性 ⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

1 医師 1 7

1 歯科医師 1

薬剤師 1

1 保健師 2

作業療法士

医療相談員 2 4

1 理学療法士 1 3

1 栄養士 1

1 商店 4 1

34

1 医師 1 5

1 歯科医師

1 薬剤師 1 1

3 看護師 2 1

作業療法士

医療相談員 1 4

理学療法士 1

警察 1

消防 1

25

介護事業者

介護事業者

コロナ禍により介護サービ

スを中断し、運動能力・生

活意欲の低下がみられた事

例

〇感染対策のもと屋外で

のラジオ体操などを復活

させる。

〇各地区で体操や太極拳など

密にならない屋外での取り組

みを行う。

ケアマネ

通所介護

〇オンライン体制整備。

常盤平 5月20日

地域課題から見

えてきたものに

ついてグループ

ワーク

テーマ：コロナ

禍であってもフ

レイルに陥るこ

とを防ぐために

できること

ア

感染予防のため自主的

活動やサービスを中断

し機能低下に陥る人へ

の対策が必要

イ

オンラインで他者と繋

がったりセルフケアが

できるようなシステム

作りが必要

ウ

密を避けた交流やケア

の場、新しい生活様式

の即した活動の多様化

認知症の方の感染対策につ

いて多職種でできることを

検討したい。

〇集いの場に栄養士等専

門職が出向いて栄養相談

など行う。

〇大勢の人を集めない取

組を各地区で行う。

〇地域で屋外での行事を実施

する。

〇出張包括やオンライン相談

の利用

〇屋外屋内で密にならずに集

える場所の提供。

〇学校などに働きかけweb利

用で若い世代との交流できる

ようにする。

〇ワクチン接種の工夫。

コロナ禍により介護サービ

ス中断し、運動能力の低下

と生活意欲の低下がみられ

た事例

〇スマホ教室やオンライン講

習会を開催し、高齢者がオン

ライン事業に参加できる状況

を整える。

〇高校生からタブレットの使

い方を教えてもらう場を作

る。

〇まつど体操を作り、

YouTubeで流す。

90代事業対象者。基礎疾

患あり。弱視により、文章

は拡大鏡を利用している。

新型コロナの影響もあり介

護保険の半日デイと契約し

たものの、利用を控えてい

た。本人納得の上、利用を

開始するか、代替えの手段

の検討が急がれる。

〇ネット通販の活用

〇ICT周知活動のボラン

ティア

〇傾聴ボランティアのイ

ンターネット化

〇デイサービスでタブ

レットを使って脳トレ

（機器に慣れる）

〇スマホ教室の継続

〇団地にインターネット環境

を整える（URとの調整）

〇タブレットを配布し若い世

代と協働で高齢者にIT活用法

を教えてくれる場所、場面を

支援する。

〇アナウンス付き電子掲示板

で色々な情報を出していく。

常盤平
団地

3月4日

1.情報化社会を

キーワードとし

た孤立化、孤独

化の予防につい

て

2.解決に向けた

取り組みを発表

自主解決、地域

課題、市への提

言の切り分けを

行う

ア

コロナ禍で生活様式が

一変し孤立化、孤独化

が進む中、高齢者がオ

ンラインを活用したコ

ミュニケーションを身

近に感じ、扱うことが

出来る方法を検討。

高支連

生活支援

CO

司法書士

サロン

高支連

ケアマネ

訪問介護

訪問看護

地域包括

市役所包括

ケア推進課

特別養護老

人ホーム

小規模多機

能

合計

町会

地区社協

市社協

民生委員

デイサービ

ス管理者

福祉用具管

理者

訪問看護

地域包括

市役所

UR管理事

務所

司法書士

合計

ボラン

ティア

町会

地区社協

市社協

民生委員

ボラン

ティア

6



包括 日 議題 ①課題 ②関係する個別事例 ③地域での対応方針
④地域での対応状況

今後の方向性 ⑤市レベルで期待すること

各地域包括ケア推進会議における主な議論

参加者

1 医師 1 4

歯科医師 1

薬剤師 1

1 看護師 1

作業療法士 1

医療相談員 3

1 理学療法士 1 1

警察 1

1

1

消防 1

21

介護事業者

〇コロナ禍で地域の集いの

場・通いの場が休止。

〇ほぼ自立している高齢者

が自立した生活を継続する

ために地域で何ができる

か。

〇インターネットの普及

具合を把握する。

〇運動教室や啓発活動の際に

インターネットの普及具合を

確認

〇オンライン以前に高齢者が

困りごとを相談できる窓口

（地域包括支援センター）の

周知

〇公共施設のWi-Fi環境の整

備。

〇オンライン教室の開催。

〇高齢者がオンライン整備

後、使用できるよう情報提

供、参加しやすい仕組み作

り。

六実六
高台

5月19日

高齢者のオンラ

インの普及につ

いて
ア

高齢者にオンラインの

使用を普及させるには

どうしたらよいか。

高支連

生活支援

CO

通所介護

訪問介護

訪問看護

地域包括

市役所

特別養護老

人ホーム

小規模多機

能

グループ

ホーム

保健福祉セ

ンター

合計

ケアマネ町会

地区社協

市社協

民生委員

ボラン

ティア
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